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投与群，定常酸素下（20% O2）HGF 投与群，低酸素下 HGF 非投与群および対照群の 4 群に分け 7
日間培養した．低酸素下 HGF投与群の培養髄核細胞に HIF-1αを標的とする siRNA（si-HIF-1αと略）
を導入した．また，mitogen-activated protein kinase（MAPKと略）阻害剤，phosphatidylinositol 3-kinase
（PI3Kと略）/Akt阻害剤および signal transducer and activator of transcription 3（STAT3と略）阻害剤
を添加した．細胞増殖能の評価には water soluble tetrazolium salts-8法と lactate dehydrogenase（LDH
と略）法を用い，HIF-1αの蛋白産生を western blotting 法で解析した．低酸素下 HGF投与群の髄核
細胞では，他の 3群と比較して培養 5，7日目で有意に細胞増殖が促進された．いずれの群において








による髄核細胞の HIF-1α 産生調節が明らかにされている．本研究の結果から HGF/c-Met シグナル
も髄核細胞の HIF-1α産生を調節して椎間板変性を制御している可能性があると考えた． 
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